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中国電力株式会社

上関原子力発電所建設に係る追加調査の実施について

  当社は，上関原子力発電所の原子炉設置許可申請に係わる詳細調査を本年1月末に終了し，現在，データの解析を進めているところ

ですが，このたび，耐震設計に万全を期する観点から，発電所敷地周辺の陸域および海域において，追加調査を実施することとしまし

た。

  原子炉設置許可申請に必要な基本的なデータは，これまで実施した詳細調査により得られています。しかしながら，データ解析を進め

る過程で判明した断層の性状を詳細に把握し，発電所の耐震設計に考慮すべき活断層にあたるかどうかを確認するためには，更に精

度の高い追加調査を実施して，データの充実を図る必要があると判断しました。

  具体的には，陸域において，詳細な地質構造を把握するためのボーリング調査等の各種調査を，海域では，最新の知見を反映した地

下深部の地質構造を把握するための大深度音波探査を実施します。

  今後，具体的な調査計画を取りまとめ，準備が整い次第，7月頃から調査を開始する予定です。なお，調査にあたっては，環境保全お

よび安全の確保に万全を期して進めてまいります。

1．追加調査内容

（1）陸域調査

  ・調査位置：別紙1に示す敷地周辺陸域

  ・調査方法：地表地質踏査，はぎ取り調査，ボーリング調査，ピット調査，物理探査

（2）海域調査

  ・調査位置：別紙1に示す敷地周辺海域

  ・調査方法：エアガン（空気による発振）による大深度音波探査

2．調査期間

  2ヶ月程度（予定）

以上

【添付資料】

（別紙1） 追加調査範囲図[PDF:40KB]

（別紙2） 追加調査における調査方法の概要について[PDF:9KB]

  関連リンク

・原子力発電（環境@エネルギー）
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追加調査範囲図 
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（別紙２） 

 

 

追加調査における調査方法の概要について 

 

 

１．地表地質踏査 

 地質技術者が地表の露頭等を徒歩により確認するもので，周辺の地質・地質構

造を全体的に把握する調査 
 

２．はぎ取り調査 

 地表の草や表土を取り除き，新鮮な地層面を露出させるもので，地表の地質・

地質構造を把握する調査 
 

３．ボーリング調査 

 ボーリング機械により地層を棒状のコアとして連続的に採取するもので，これ

を観察することにより，地質・地質構造を把握する調査 
 

４．ピット調査 

 地表から小規模な溝を掘削するもので，掘削した地層面を直接観察することに

より，地質・地質構造を把握する調査 
 

５．物理探査 

 地表から人工的に振動を発生させ，その伝わり方を測定することにより，地質

構造を把握する調査 

 

６．大深度音波探査 

 海上で音波を発生させ，これが海底下の各地層で反射したものを海上の受振機

で記録・解析することにより，海底下１０km 程度までの深部の地質構造を把握
する調査 
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